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(57)【要約】
【課題】ハードウエアの構成を簡単なものとできる送信
装置を含む信号伝達システムを提供する。
【解決手段】映像信号を伝送路を介してデジタル伝送す
る送信装置において、ベースバンドの輝度信号と色差信
号とを映像期間に、制御信号を帰線期間に時分割多重す
る伝送路符号化手段と、Ｉ２Ｃ（Ｉｎｔｅｒ　ＩＣ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）バスを介して受信装置情報を受信するイ
ンタフェースとを備え、制御信号の種類には、画質の制
御に用いる、映像信号の画像のフィールドリピート情報
が含まれ、さらに、送信装置は、音声信号を出力し、受
信装置情報に基づき受信装置で表示可能な出力を行うよ
うに輝度信号と色差信号と音声信号を出力するようにす
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮符号化信号を圧縮復号した映像信号のベースバンドの輝度信号と色差信号とを映像
期間に、圧縮符号化信号を圧縮復号における画像のＩピクチャ、Ｐピクチャ、Ｂピクチャ
のいずれかであることを示す制御信号を帰線期間に時分割多重された映像信号を、伝送路
を介してデジタル受信する受信装置において、
　前記ベースバンドの輝度信号と色差信号と前記制御信号とを復号する伝送路復号化手段
と、
　当該受信装置が表示可能である性能を示す情報である受信装置情報を格納するＲＯＭと
、
　送信装置から出力されるＩ２Ｃ（Ｉｎｔｅｒ　ＩＣ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）コマンドに従い
、前記ＲＯＭに格納された前記受信装置情報を前記送信装置へ出力する出力手段と、
　前記制御信号に基づき当該受信装置が表示する画質の制御を行う画質制御手段を備えて
いない場合は、前記制御信号を無視して画質の制御は行わない制御手段と、
を備えたことを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　圧縮符号化信号を圧縮復号した映像信号のベースバンドの輝度信号と色差信号とを映像
期間に、圧縮符号化信号を圧縮復号における画像のＩピクチャ、Ｐピクチャ、Ｂピクチャ
のいずれかであることを示す制御信号を帰線期間に時分割多重された映像信号を、伝送路
を介してデジタル受信する受信装置において、
　前記ベースバンドの輝度信号と色差信号と前記制御信号とを復号する伝送路復号化手段
と、
　当該受信装置が表示可能である性能を示す情報である受信装置情報を格納するＲＯＭと
、
　送信装置から出力されるＩ２Ｃ（Ｉｎｔｅｒ　ＩＣ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）コマンドに従い
、前記ＲＯＭに格納された前記受信装置情報を前記送信装置へ出力する出力手段と、
　前記制御信号に基づき当該受信装置が表示する画質の制御を行う画質制御手段を備えて
いない場合は、前記制御信号を無視して画質の制御は行わず、
　前記制御信号に基づき当該受信装置が表示する画質の制御を行う画質制御手段を備えて
いる場合は、前記制御信号に基づき画質を制御して表示するか、または、前記制御信号に
基づいた画質を制御しないように制御する、制御手段と、
を備えたことを特徴とする受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像信号を伝送する信号伝達システムにおける送信装置に関し、特に映像信
号の送信側，及び受信側のハードウエアの構成を簡単なものとできる送信装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来例について図１７を用いて説明する。図１７は従来の信号伝達システムの構成を表
すブロック図である。
【０００３】
　図１７において、１７０１はＳＴＢ（Ｓｅｔ－ｔｏｐ　ｂｏｘ）などの映像信号出力装
置（送信側）であり、映像信号を出力する。１７０２はＭＰＥＧデコーダであり、デジタ
ル放送を受信してベースバンドのＹ色差信号を出力する。１７０３は信号変換回路であり
、Ｙ色差信号からＲＧＢ信号に変換する。１７０４は伝送路符号化回路であり、信号変換
回路１７０３によって変換された信号を伝送路にあった信号形態に符号化する。１７０５
はテレビモニタなどの表示装置（受信側）である。１７０６は伝送路復号化回路であり、
伝送路符号化回路１７０４によって符号化された信号を復号化する。１７０７は信号変換
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回路であり、伝送路復号化回路１７０６から出力されたＲＧＢ信号をＹＰＢＰＲ信号に変
換する。１７０８はＹ処理回路であり、信号変換回路１７０７の出力のうち、輝度信号Ｙ
を処理する。１７０９は色処理回路であり、信号変換回路１７０７の出力のうち、色信号
を処理する。１７１０は信号変換回路であり、Ｙ処理回路１７０８及び色処理回路１７０
９の出力を受けてＹ色差信号からＲＧＢ信号に変換する。１７１１は表示デバイスであり
、信号変換回路１７１０の出力を受けてＬＣＤもしくはＣＲＴに出力する。
【０００４】
　以上のように構成された信号伝達システムの動作について説明する。
【０００５】
　ＭＰＥＧデコーダ１７０２はデジタル放送を受信してベースバンドの映像信号を出力す
る。ＭＰＥＧのデータ形式はＹ色差信号になっているので、ここでの出力はＹＰＢＰＲ又
はＹＵＶ又はＹＣｂＣｒである。また、この信号を伝送路符号化するためにはＲＧＢ変換
しなければならないので、信号変換回路１７０３によって、Ｙ色差信号はＲＧＢ信号に変
換される。変換されたＲＧＢ信号は伝送路符号化回路１７０４によって伝送路にあった信
号形態に符号化される。
【０００６】
　一方、テレビモニタ１７０５側では、伝送路復号化回路１７０６が、伝送路符号化回路
１７０４から符号化された信号を受け、元のＲＧＢ信号を生成する。信号変換回路１７０
７によってＲＧＢ信号はＹ色差信号のＹＰＢＰＲに変換される。ここでテレビモニタ１７
０５側で独自の処理を行うために、Ｙ信号はＹ処理回路１７０８によって処理され、色信
号ＰＢＰＲは色処理回路１７０９によってそれぞれエンハンスされて出力される。エンハ
ンスされて出力されたＹ色差信号は、最後の表示デバイス１７１１に出力するために信号
変換回路１７１０によって、ＲＧＢ信号に変換される。表示デバイス１７１１は信号変換
回路１７１０から出力されたＲＧＢ信号を出力することによって、表示することができる
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記従来の信号伝達システムでは、伝送路符号化はＲＧＢ信号で行われ
るため、ＭＰＥＧデコーダの出力を一旦ＲＧＢ信号に変換して符号化，伝送し、伝送路を
伝った後、モニタ側でもう一度信号処理を行うために、ＲＧＢ信号をＹＰＢＰＲに変換す
る必要があり、さらに、最後の表示デバイスにＲＧＢ信号で出力するために、再度Ｙ色差
信号からＲＧＢ信号に変換する必要があり、多くのハードウエアを必要とするという欠点
を有していた。　本発明は、上記問題点を解消するためになされたもので、映像信号の送
信側，及び受信側のハードウエアの構成を簡単なものとできる送信装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明に係る送信装置は、映像信号を伝送路を介してデジ
タル伝送する送信装置において、ベースバンドの輝度信号と色差信号とを映像期間に、制
御信号を帰線期間に時分割多重する伝送路符号化手段と、Ｉ２Ｃ（Ｉｎｔｅｒ　ＩＣ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）バスを介して受信装置情報を受信するインタフェースとを備え、前記制御
信号の種類には、画質の制御に用いる、前記映像信号の画像がＩピクチャ、Ｐピクチャ、
Ｂピクチャのいずれかであることを示す情報が含まれ、さらに、前記送信装置は、音声信
号を出力し、前記受信装置情報に基づき受信装置で表示可能な出力を行うように前記輝度
信号と前記色差信号と前記音声信号を出力することを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の送信装置によれば、復号された画像信号を有するベースバンドの映像信号と、
前記画像信号が復号される前の画像フォーマットを示す信号とを送信するようにしたので
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、ベースバンドの映像信号を復号する前の画像信号に関する情報に基づき、当該ベースバ
ンドの映像信号に対して適切な処理を施すことができる。
【００１０】
　また、本発明の送信装置によれば、前記送信装置において、前記フォーマットを示す信
号は前記映像信号のブランキング期間に送信されるようにしたので、映像信号とともに、
当該映像信号を復号する前の画像信号に関する情報を同時に送信可能である。
【００１１】
　また、本発明の信号伝達システムによれば、映像信号及び音声信号を伝送する信号伝達
システムにおいて、デジタル放送を受信し、上記映像音声信号を出力するＭＰＥＧデコー
ダと、上記ＭＰＥＧデコーダから出力された映像音声信号を出力する出力インターフェー
スと、Ｉ２Ｃ（Ｉｎｔｅｒ　ＩＣ　ｃｏｎｔｒｏｌ）信号を出力するＩ２Ｃコントローラ
と、装置全体を制御するＣＰＵと、上記ＣＰＵの動作プログラムを格納するプログラムＲ
ＯＭと、を具備する信号送信装置と、上記信号送信装置から上記映像音声信号を受信する
入力インターフェースと、上記映像音声信号を映像及び音声に変換するデバイスインター
フェースと、上記デバイスインターフェースから出力された上記映像及び音声を外部に出
力する映像音声出力デバイスと、信号受信装置の性能に関する情報を格納するＲＯＭテー
ブルを有し、上記信号送信装置からＩ２Ｃ信号を入力し、上記信号送信装置からの要求に
従い、上記ＲＯＭテーブルに格納された情報を上記信号送信装置へ出力するＩ２Ｃコント
ローラと、を具備する信号受信装置と、を備えたことより、信号送信装置が信号受信装置
の性能を予め知ることができ、従来のように信号受信装置側でスキャンできないレートを
送信することなく、信号受信装置の性能に基づいて信号伝送するので、信号受信装置側で
映像が映らなかったり、音声がならないなどの問題を回避できる。
【００１２】
　また、本発明の信号伝達システムによれば、前記信号伝達システムにおいて、上記ＲＯ
Ｍテーブルは、上記映像音声出力デバイスから出力可能な映像の解像度に関する情報を格
納するようにしたので、信号送信装置が予め信号受信装置から出力可能な映像の解像度を
知ることができ、その結果、映像が映らないなどの問題を回避できる信号伝達システムを
実現可能である。
【００１３】
　また、本発明の信号伝達システムによれば、前記信号伝達システムにおいて、上記ＲＯ
Ｍテーブルは、上記映像音声出力デバイスから出力可能な音声のチャンネル数に関する情
報を格納するようにしたので、信号送信装置が、信号受信装置が出力可能な音声のチャン
ネル数を予め知ることができ、その結果、音がでない等の問題を回避できる信号伝達シス
テムを実現可能である。
【００１４】
　また、本発明の信号伝達システムによれば、前記信号伝達システムにおいて、上記ＲＯ
Ｍテーブルは、上記輝度信号及び色差信号をＲＧＢ信号に変換する信号変換方法に関する
情報を格納するようにしたので、信号送信装置が、信号受信装置側での信号変換方法につ
いて予め知ることができ、その結果、正しく信号変換を行うことができる信号伝達システ
ムを実現可能である。
【００１５】
　また、本発明の信号伝達システムによれば、前記信号伝達システムにおいて、上記ＲＯ
Ｍテーブルは、映像信号のガンマ補正に関する情報を格納するようにしたので、信号送信
装置が、信号受信側での映像信号のガンマ補正に関する情報を予め知ることができ、エン
ハンスされない映像信号を信号受信装置に出力可能である。
【００１６】
　また、本発明の信号伝達システムによれば、前記信号伝達システムにおいて、上記ＲＯ
Ｍテーブルは、上記信号受信装置が映像をエンハンス加工処理しないモードを有するか否
かに関する情報を格納するようにしたので、信号送信装置は、信号受信装置がエンハンス
加工処理しないモードを有する場合、強制的にそのモードに切り替えることができ、その
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結果、信号受信装置は色のエンハンスのない映像を表示することができる。
【００１７】
　また、本発明の信号伝達システムによれば、前記信号伝達システムにおいて、上記ＲＯ
Ｍテーブルは、上記信号受信装置のメーカーコード及び機器コードに関する情報を格納す
るようにしたので、信号送信装置は、信号受信装置のメーカーコード及び機器コードを予
め知ることができ、例えば、画像のアップコンバートを行う場合、信号送信装置と信号受
信装置の各々の性能を比較し、良い方の装置を自動的に選択することができる。
【００１８】
　また、本発明の信号伝達システムによれば、前記信号伝達システムにおいて、上記信号
受信装置は、上記Ｉ２Ｃコントローラを介して、現在どのようなアスペクト変換処理をし
て映像出力しているかを上記信号送信装置へ出力するようにしたので、信号送信装置は、
信号受信装置が正しいアスペクトを得るよう映像信号を伝送可能となる。
【００１９】
　また、本発明の信号伝達システムによれば、前記信号伝達システムにおいて、上記信号
送信装置は、上記ＭＰＥＧデコーダから映像音声信号とは別に現在出力されている映像フ
レーム信号が上記ＭＰＥＧデコーダ内で繰り返し出力により生成されたものであるか否か
を示す制御情報を、上記映像信号の垂直帰線期間に多重して出力するセレクタを備え、上
記信号受信装置は、上記映像信号から上記制御情報を分離する制御データ分離部と、上記
制御情報に応じて上記映像信号に対して適応的信号処理を施し上記デバイスインターフェ
ースへ出力する画質制御部と、を備えたことより、輝度やコントラスト、音量などの必要
最低限の制御情報に基づいて信号受信装置を動作させることができる。
【００２０】
　また、本発明の信号伝達システムによれば、前記信号伝達システムにおいて、上記制御
情報は、ＭＰＥＧ規格のピクチャエンコード方式を表すＩ，Ｐ，Ｂピクチャを区分可能な
情報であることより、ノイズを除去するためのパラメータ設定をフレーム毎に行うことが
できる信号伝達システムを実現可能である。
【００２１】
　また、本発明の信号伝達システムによれば、前記信号伝達システムにおいて、上記制御
情報は、ＭＰＥＧ規格の圧縮率情報であることより、ノイズを除去するためのパラメータ
設定をフレーム毎に行うことができる信号伝達システムを実現可能である。
【００２２】
　また、本発明の信号伝達システムによれば、前記信号伝達システムにおいて、制御情報
は、ＭＰＥＧ符号化する前の素材がプログレッシブスキャンで撮像されたものかインタレ
ーススキャンで撮像されたものかを表す情報であることより、信号受信装置はインターレ
ースからプログレッシブへの変換方法を選択することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】実施の形態１による送信装置を含む信号伝達システムの構成を示すブロック図で
ある
【図２】実施の形態２による送信装置を含む信号伝達システムの構成を示すブロック図で
ある。
【図３】実施の形態３による送信装置を含む信号伝達システムの概略構成図である。
【図４】実施の形態３による送信装置を含む信号伝達システムの詳細な構成を示すブロッ
ク図である。
【図５】実施の形態３による送信装置を含む信号伝達システムにおける初期プロトコルを
説明するための図である。
【図６】１６対９のワイド素材であるテレビの画面表示の様子を示す図である。
【図７】ＲＯＭテーブルの一例を示す図である。
【図８】出力ビデオレートがインターレースの場合とプログレッシブの場合のそれぞれに
帰線期間を説明するための図である。
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【図９】本発明の実施の形態４による送信装置を含む信号伝達システムの動作を説明する
ためのフローチャート図である。
【図１０】セレクタの動作を説明するための図である。
【図１１】制御データの構成例を示す図である。
【図１２】実施の形態４による送信装置を含む信号伝達システムにおけるセレクタの構成
を示す図である。
【図１３】実施の形態４による信号伝達システムの受信側の構成を示すブロック図である
。
【図１４】実施の形態４による送信装置を含む信号伝達システムにおいて各フレーム毎に
送る制御信号の一例を示す図である。
【図１５】従来の２４ｐのテレシネ素材から例えば６０ｐに変換する場合の変換回路を示
すブロック図である。
【図１６】実施の形態４におけるフィールドリピートの信号の伝送の方式を示す図である
。
【図１７】従来の信号伝達システムの構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。なお、ここで示す実
施の形態はあくまでも一例であって、必ずしもこの実施の形態に限定されるものではない
。
【００２５】
　（実施の形態１）
　以下に、本発明の実施の形態１による送信装置を含む信号伝達システムについて図１を
用いて説明する。
【００２６】
　図１は本発明の実施の形態１による送信装置を含む信号伝達システムの構成を示すブロ
ック図である。
【００２７】
　図１において、１０１はＳＴＢなどの映像信号出力装置であり、映像信号を出力する。
１０２はＭＰＥＧデコーダであり、デジタルの放送受信などを行い、１つの輝度信号と２
つの色差信号を出力する。１０３は伝送路符号化回路であり、ＭＰＥＧデコーダ１０２か
ら出力された輝度信号及び色差信号を伝送路にあった信号形態に符号化し送信する。１０
４はテレビモニタなどの表示装置であり、映像信号を表示する。１０５は伝送路復号化回
路であり、伝送路符号化回路１０３によって符号化された輝度信号及び色差信号を受信し
復号化する。１０６はＹ処理回路であり、伝送路復号化回路１０５から出力された復号化
された輝度信号を処理する。１０７は色処理回路であり、伝送路復号化回路１０５から出
力された信号のうち、色信号を処理する。１０８は信号変換回路であり、Ｙ処理回路１０
６及び色処理回路１０７から出力されたＹ色差信号をＲＧＢ信号に変換する。１０９は表
示デバイスであり、信号変換回路１０８の出力を受けてディスプレイなどに表示を行う。
【００２８】
　以上のように構成された送信装置を含む信号伝達システムの動作について説明する。
【００２９】
　ＭＰＥＧデコーダ１０２はデジタル放送の放送波を受信し、ＭＰＥＧの規格にそってベ
ースバンドのＹＰＢＰＲの信号を出力する。ここで従来の信号伝達システムではＹ色差信
号ではなくＲＧＢ信号を符号化して伝送するようにしていたため、ＭＰＥＧデコーダが出
力するＹＰＢＰＲの信号をＲＧＢ信号に変換していたが、本実施の形態１による信号伝達
システムでは、ＹＰＢＰＲの信号はそのまま、伝送路にそった符号化を行う伝送路符号化
回路１０３に入力される。伝送路符号化回路１０３は入力されたＹＰＢＰＲ信号に対し伝
送路にそった信号形態に符号化し、符号化信号を伝送路に出力する。
【００３０】
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　伝送路復号化回路１０５は伝送路を介して受信した符号化信号を元のＹＰＢＰＲ信号に
復号化し出力する。伝送路復号化回路１０５の出力のうち、輝度信号であるＹ信号は、Ｙ
処理回路１０６に入力され、輝度のコントラスト調整やさまざまな信号処理が行われる。
また、伝送路復号化回路１０５の出力のうち、ＰＢ及びＰＲの色信号は、色処理回路１０
７によってそれぞれ必要な処理が行われる。信号変換回路１０８は、Ｙ処理回路１０６及
び色処理回路１０７が出力する加工されたＹ及び色信号をＲＧＢ信号に変換し、表示デバ
イス１０９に出力する。表示デバイス１０９は信号変換回路１０８が出力するＲＧＢ信号
を受けて画面表示を行う。
【００３１】
　このような本実施の形態１による送信装置を含む信号伝達システムでは、ＭＰＥＧデコ
ーダ１０２が出力するＹ色差信号をそのまま符号化して伝送する構成としたから、映像信
号出力装置１０１側（送信側）においてＹ色差信号をＲＧＢ信号に変換する回路を不要と
でき、また表示装置１０４側（受信側）において、Ｙ色差信号がそのまま入力されるので
、ＲＧＢ信号をＹ色差信号に変換する回路を不要とでき、ハードウエア構成をシンプルな
ものとすることができる。
【００３２】
　（実施の形態２）
　以下に、本発明の実施の形態２による送信装置を含む信号伝達システムについて図２を
用いて説明する。
【００３３】
　図２は本発明の実施の形態２による送信装置を含む信号伝達システムの構成を示すブロ
ック図である。
【００３４】
　図２において、２０１はＳＴＢなどの映像信号出力装置であり、映像信号を出力する。
２０２はＭＰＥＧデコーダであり、デジタル放送などの放送受信を行い、１つの輝度信号
と２つの色差信号を出力する。２０３は時分割多重回路であり、ＭＰＥＧデコーダ２０２
から出力された色差信号のＰＢ及びＰＲを時分割多重し、１本の信号線に変換する。２０
４は伝送路符号化回路であり、ＭＰＥＧデコーダ２０２から出力されたＹ信号と時分割多
重回路２０３から出力された多重化されたＰＢＰＲ信号を伝送路にあった信号形態に符号
化し送信する。２０５はテレビモニタなどの表示装置であり、映像信号を表示する。２０
６は伝送路復号化回路であり、伝送路符号化された信号を元のＹ信号及び多重化されたＰ

ＢＰＲ信号に復号化して出力する。２０７は分離回路であり、多重化されたＰＢＰＲ信号
を元のＰＢ信号及びＰＲ信号に分離を行う。２０８はＹ処理回路であり、伝送路復号化回
路２０６から出力されたＹ信号の処理を行う。２０９は色処理回路であり、分離されたＰ

Ｂ信号及びＰＲ信号に対して処理を行う。２１０は信号変換回路であり、入力されたＹＰ

ＢＰＲ信号をＲＧＢ信号に変換する、２１１は表示デバイスであり、信号変換回路２１０
の出力のＲＧＢを表示する。
【００３５】
　以上のように構成された送信装置を含む信号伝達システムの動作について説明する。
【００３６】
　ＭＰＥＧデコーダ２０２は、映像信号を受信しデコードすることでベースバンドのＹ及
び色差信号のＹＰＢＰＲの３本の信号線を時分割多重回路２０３に出力する。ＰＢ信号及
びＰＲ信号は水平方向のサンプリング周波数がＹに比べて半分であるから、時分割多重回
路２０３は、ＰＢ信号及びＰＲ信号に対して時間軸多重を行い、ＰＢ信号とＰＲ信号を交
互に配置し、１本の線に出力する。伝送路符号化回路２０４は、多重信号ＰＢＰＲとＭＰ
ＥＧデコーダ２０２から出力されたＹ信号を伝送路にあった符号化を行い、表示装置２０
５側へ送信する。
【００３７】
　伝送路復号化回路２０６は、伝送路を介して受信した信号を元の輝度信号Ｙと多重信号
ＰＢＰＲに復号化し、分離回路２０７に出力する。ＰＢＰＲ信号は時間多重されているの
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で、分離回路２０７は元のＰＢ信号及びＰＲ信号に戻す。そして、Ｙ処理回路２０８は輝
度信号Ｙに対して所定の処理を行い、色処理回路２０９は、ＰＢ及びＰＲに対して所定の
色処理を行う。このようにして得られたＹＰＢＰＲ信号は信号変換回路２１０によってＲ
ＧＢ信号に変換されて、そのＲＧＢ信号は表示デバイス２１１に入力され、表示されるこ
とになる。
【００３８】
　このような実施の形態２による送信装置を含む信号伝達システムでは、２つの色差信号
を多重化して１本の信号線に出力する時分割多重回路２０３を備えたので、実施の形態１
では伝送路を３本必要としていたが、本実施の形態では伝送路が２本で済むという利点を
有する。
【００３９】
　（実施の形態３）
　以下に、本発明の実施の形態３による送信装置を含む信号伝達システムについて図３か
ら図７を用いて説明する。
【００４０】
　図３は本発明の実施の形態３による送信装置を含む信号伝達システムの構成の概略を示
すブロック図である。
【００４１】
　図３において、３０１はデジタル放送受信などを行うＳＴＢであり、映像信号を出力す
る。３０２はＳＴＢ３０１より受信した映像信号を表示するテレビモニタである。なお、
ＳＴＢ３０１とテレビモニタ３０２の間には、Ｉ２Ｃの双方向通信が可能になっているも
のとする。
【００４２】
　図４はＳＴＢ３０１及びテレビモニタ３０２を詳細に説明するためのブロック図であり
、図において図３と同一または相当する構成要素については同じ符号を用い、その説明を
省略する。
【００４３】
　図４において、４０２はＭＰＥＧデコーダであり、デジタル放送などの受信を行い映像
のベースバンド信号を出力する。４０３は映像出力インターフェースであり、ＭＰＥＧデ
コーダ４０２より出力された映像信号を出力する。４０４はＣＰＵであり、プログラムＲ
ＯＭ４０５によって動作し、ＭＰＥＧデコーダ４０２及びその周辺を制御する。また、Ｃ
ＰＵ４０４はＩ２Ｃコントローラ４０６も制御可能である。４０８は映像入力インターフ
ェースであり、伝送路を介して受信した映像信号を入力する。４０９はデバイスインター
フェースであり、表示のための表示デバイスに適した信号に変換する。４１０はＬＣＤや
ＣＲＴなどのディスプレイデバイスそのものを表している。４１１はＩ２Ｃコントローラ
であり、Ｉ２Ｃバスをコントロールするものであり、内部にテレビモニタ３０２の性能に
関する情報を格納するＲＯＭテーブル４１２を有する。なお、ＲＯＭテーブル４１２には
、ディスプレイデバイス４１０から出力可能な映像の解像度に関する情報、ディスプレイ
デバイス４１０から出力可能な音声のチャンネル数に関する情報、輝度信号及び色差信号
をＲＧＢ信号に変換する信号変換方法に関する情報、映像信号のガンマ補正に関する情報
、テレビモニタ３０２が映像をエンハンス加工処理しないモードを有するか否かに関する
情報、テレビモニタ３０２のメーカーコード及び機器コードに関する情報を含むものであ
る。また、テレビモニタ３０２は、Ｉ２Ｃコントローラ４１１を介して、現在どのような
アスペクト変換処理をして映像出力しているかをＳＴＢ３０１へ出力するものとする。
【００４４】
　以上のように構成された送信装置を含む信号伝達システムの動作について図５を説明す
る。ここでは、Ｉ２Ｃによる初期プロトコルについて図５を用いて説明する。
【００４５】
　まず、最初にＳＴＢ３０１側がテレビモニタ３０２に対してテレビモニタ３０２のメー
カーコード及び機器コードをたずねる（Ｓ１）。テレビモニタ３０２はＲＯＭテーブル４
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１２からメーカーコード及び機器コードをＳＴＢ３０１側に返信する（Ｓ２）。
【００４６】
　ＳＴＢ３０１は受信したメーカーコード及び機器コードが既知のものであれば、プロト
コルを終了する（Ｓ３）。また、ＳＴＢ３０１は、受信したメーカーコード及び機器コー
ドが既知でない場合は、テレビモニタ３０２がどのような走査速度に対応しているかをた
ずねる（Ｓ４）。テレビモニタ３０２は自身が走査可能なスキャンのレートについて回答
する（Ｓ５）。
【００４７】
　次に、ＳＴＢ３０１側からテレビモニタ３０２側がどのような音の再生ができるかをた
ずねる（Ｓ６）。テレビモニタ３０２側は自身が出力可能な音のチャンネル数を返信する
（Ｓ７）。これにより、ＳＴＢ３０１とテレビモニタ３０２の間で初期のプロトコルは終
了する。
【００４８】
　次に、ケース１として、ＳＴＢ３０１が４８０ｉのＬＲ２チャンネルの音声を有する放
送を受信した場合を仮定する。この場合、先程の初期アクセスのネゴシエーションによっ
て、ＳＴＢ３０１は、テレビモニタ３０２が４８０ｉ及び２チャンネルのＬＲを出力でき
ることがわかっているので、表示レートや音声の加工なしにそのままテレビモニタ３０２
側に出力を行う。
【００４９】
　また、別の場合でケース２として、放送受信が１０８０ｉの５．１チャンネル放送であ
った場合には、ＳＴＢ３０１は、１０８０ｉは、接続されているテレビモニタ３０２では
、受像できないことが初期のプロトコルネゴシエーションによってわかっているので、Ｓ
ＴＢ３０１側で１０８０ｉから４８０ｐの変換を行う。４８０ｐへの変換を行うのは先の
ネゴシエーションでテレビモニタ３０２が４８０ｐまでの表示レートが可能であることが
わかっていることによる。また、オーディオも５．１チャンネルの再生は、接続されてい
るテレビモニタではできないことがわかっているので、２チャンネルのＬＲにダウンミッ
クスするという処理をＳＴＢ３０１側で行うことによって、結果的に映像データは４８０
ｐの出力を、音声データはＬＲのダウンミックス２チャンネルを出力する。
【００５０】
　ここで、テレビモニタ３０２の中にもつＩ２Ｃコントローラ４１１の内部にあるＲＯＭ
テーブル４１２について図７を用いて説明する。例えば、アドレスの０１番地には表示可
能レートを表わす４ビットを格納しておき、例えば４８０ｉの２９９．７Ｈｚの信号を表
示可能であるテレビモニタであれば、００００という値が入っているものとする。また、
アドレスの０２番地には出音可能なチャンネル数が格納されており、６チャンネルデコー
ドできるものであれば、０００６などの値が入っているものとする。このようなコードは
業界でアドレスとその数値を標準で決めておくことによって、もしテレビモニタ側がＳＴ
Ｂにとって既知でないメーカーであっても、最低限のプロトコルが決まっていることで、
映像が映らない、もしくは、正常でないアスペクトで映ることや、音がならないなどとい
う事態は回避することができる。つまり、従来のように、送信側が、ＰＣモニタ側やテレ
ビモニタ側で引き込めないフレームレートなどで伝送し、映像表示ができないといった問
題を回避することができる。
【００５１】
　このように本実施の形態３による送信装置を含む信号伝達システムでは、ＳＴＢはテレ
ビモニタの性能を知った上で出力するので、従来はテレビモニタ側でスキャンできないレ
ートをＳＴＢが出す可能性があったが、このようなネゴシエーションを行っておくことに
よって、テレビモニタ側で映像が映らない、もしくは音がならない等の問題を回避するこ
とができる。
【００５２】
　また、テレビモニタがメーカーコードと機器コードをＳＴＢに送信する場合、そのメー
カー及び機器コードがＳＴＢとテレビモニタ間の両者間で情報が開示されているメーカー



(10) JP 2012-142977 A 2012.7.26

10

20

30

40

50

間であれば、例えば画像のアップコンバートをＳＴＢがすべきか、テレビモニタ側にまか
せるべきかをそれぞれの持っているアップコンバートの性能比較でよいほうを自動的に選
ぶことができる。
【００５３】
　また、初期アクセスの例として、先程はスキャンタイプと何チャンネルの音が再生でき
るかだけをネゴシエーションとして行う例を挙げたが、その他に接続しているテレビモニ
タが１６対９のワイドテレビか４対３のノーマルのテレビかがわかれば、自動的にＳＴＢ
の側でレターボックス変換またはパンスキャン変換を行い出力することで、正しいアスペ
クトを自動的に得ることができる。従って、従来のように、ＳＴＢ側の初期メニューで被
接続モニタがワイドであるかノーマルであるかを設定する必要がなくなる。
【００５４】
　また、テレビモニタは一般に受信した信号をそのまま出力するのではなく、その中で特
に輝度や色についてエンハンスして出力を行う。しかし、パソコンなどのユーザでは、故
意に輝度や色を操作することは望ましくない場合があるので、テレビモニタ側のエンハン
スの特性をＳＴＢ側に通知し、ＳＴＢ側でそのエンハンスの逆補正をかけたものを予め出
力するようにすれば、トータルとしてテレビモニタ側にエンハンスされない映像信号を出
力することができる。
【００５５】
　また、テレビモニタ側にエンハンスしないモードを設けるようにすれば、ＳＴＢ側から
そのモードに強制的に切り換えて、色のエンハンスのない再現を確保することができる。
【００５６】
　また、次に被接続モニタがワイドテレビの場合、テレビ側にワイドモードやノーマルモ
ードなどの表示モードがあるのが一般的で、例えば１６対９のモニタがつながっている場
合には、ＳＴＢで受信した素材が１６対９であるならば、ＳＴＢはそのままアスペクト変
換せず出力するが、テレビ側の設定がノーマル表示になっていると、図６の右側に示すよ
うに、本当は真円のものが縦長に映るようなことになってしまうことがあり得る。この場
合には、ＳＴＢ側からテレビ側をフルの表示モードに設定するようにすれば、正常なアス
ペクト画を得ることができる。なお、図６は、左側の絵が本来期待される出力の１６対９
の絵であり、右側が誤ってテレビ側の設定がノーマルになった場合の誤ったアスペクトの
図を表している。
【００５７】
　また、ＳＴＢとテレビモニタの間をＲＧＢ信号ではなくＹ色差信号、つまりＹＰＢＰＲ

などの信号で伝送する場合には、元のＲＧＢ信号にテレビ側で変換するための変換式が異
なる場合があるので、その変換式そのものを送信することも可能である。ＭＰＥＧストリ
ームデータの中にその変換式は記述されているので、ＳＴＢ側で抜き出したその変換式を
Ｉ２Ｃを介してテレビモニタ側に送信することで、テレビモニタ側で正しいＲＧＢに変換
できる。
【００５８】
　なお、実施の形態３の信号伝達システムにおけるデータ送信は、図１２に示すように映
像信号線のＣＴＬ０もしくはＣＴＬ１を用いて多重して送付するようにしてもよい。
【００５９】
　（実施の形態４）
　以下に、本発明の実施の形態４による送信装置を含む信号伝達システムについて図８か
ら図１６を用いて説明する。
【００６０】
　図１２は、本発明の実施の形態４による送信装置を含む信号伝達システムの送信側の映
像出力インターフェースが具備するセレクタの構成を示した図である。なお、実施の形態
３との違いは、映像出力インターフェース４０３がセレクタを備えた構成となっている点
である。
【００６１】
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　図１２において、選択器（セレクタ）１２０１は、レッド色信号Ｒと、その他の制御信
号であるＣＴＬ０をＤＥによって時間的に選択する。セレクタ１２０２は、グリーン信号
Ｇとコントロール信号ＣＴＬ１を時間的に選択する。セレクタ１２０３は、ブルー信号Ｂ
とＨＶシンク信号を時間的に切り換える。ここで、ＤＥとは画像の走査期間と帰線期間を
区別する信号である。
【００６２】
　図１０はセレクタの動作について説明するための図である。ここでは、セレクタ１２０
１について説明するが、他のセレクタ１２０２，１２０３も同様に動作するものであり、
その説明は省略する。図において、ＤＥ信号は映像期間の間はＨＩＧＨの期間であり、帰
線期間の間はＬＯＷの信号となる。
【００６３】
　セレクタ１２０１は、Ｒ信号及びＣＴＬ０信号が入力されるのにつれて、ＤＥ信号がＨ
ＩＧＨレベルのときにはＲ信号を通過させ、ＤＥ信号がＬＯＷの期間にはＣＴＬ０の信号
を通過させるように動作する。これにより、出力信号は、映像期間にはＲ信号が入り、帰
線期間にはＣＴＬ０の信号、つまり制御データを送信することが可能なる。なお、この帰
線期間は出力のビデオレートがインターレースの場合、図８の左側に示すような帰線期間
の状態となり、プログレッシブの場合、図８の右側に示すような図となる。
【００６４】
　以上のように構成された送信装置を含む信号伝達システムの動作について図９を用いて
説明する。
【００６５】
　まず、最初にＳＴＢからテレビ側へメーカーコード及び機器コードの問い合わせを行う
（Ｓ１２）。テレビモニタ側が規格化の以前に出荷されたような機器である場合には、メ
ーカーコード及び機器コードの問い合わせをしても、それに対する回答が得られないのが
通常であるから、この場合には処理は終了し、ＳＴＢの理解としては被接続モニタはＩ２

Ｃへのテレビモニタ制御の機能をサポートしないので、今後Ｉ２Ｃで制御コマンドは送ら
ないということに決定する（Ｓ１３）。
【００６６】
　また、メーカーコード，機器コードの問い合わせの結果、返事があった場合には、それ
がＳＴＢが既知のタイプかどうかを判定する（Ｓ１４）。その場合、既知のタイプであっ
た場合には処理は終了し、被接続モニタはＳＴＢ側でその性能が全てわかっているので、
ＳＴＢ自身との組合せで最適な映像及び音声の出力を変えられるように動作をする（Ｓ１
５）。Ｓ１４において、既知でないタイプ（ＵＮＫＮＯＷＮ＿ＴＹＰＥ）であると検出さ
れた場合には、ディスプレイが表示できるレートや音声チャンネル数を順に確認していく
。音量調整やミュート，輝度，コントラスト調整などの基本的な調整機能は、業界標準を
作成しておき、これらを使うことができるというようにＳＴＢは判断する。
【００６７】
　図１１は制御データの構成例であり、例えば“０１”が２バイト期間連続するような予
約パターンをヘッダとして持ち、次にＳＴＢからテレビへのライトなのかテレビ側の状態
をリードするためのリードなのかを識別するための何バイトかのＲ／Ｗデータ、そしてそ
の次にテレビ側の何番地に何を書くかを示すアドレス、及びその書く値もしくは読んでく
る値のデータの値をもって１つの制御データを構成する。制御データをこのような構成と
することにより、テレビ側に対して所望のコマンドを送ることができる。
【００６８】
　図１３は受信側つまりテレビモニタの構成を示すブロック図である。
【００６９】
　図１３において、１３０１は受信用テレビモニタそのものを表す。１３０２は映像入力
インターフェースであり、伝送路を介して受信した映像信号を入力する。１３０３は制御
データ分離部であり、映像信号の中から制御データのみを分離する。１３０４は一時記憶
部であり、制御データを一時的に記憶する。１３０５は画質制御部であり、映像信号の画
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質補正を行う。１３０６はデバイスインターフェースであり、ディスプレイデバイス１３
０７に対してのインターフェースとなる。１３０８はＣＰＵであり、制御データ分離部１
３０３からの制御信号のうち、リアルタイム性を必要としないものについて、画質制御部
１３０５を制御するのに使われる。１３０９はＩ２Ｃコントローラであり、Ｉ２Ｃバスを
制御する。１３１０はＩ２Ｃコントローラ１３０９内のＲＯＭテーブルであり、テレビモ
ニタ１３０１の性能について記述されている。輝度やコントラスト，音量など基本的なコ
マンドは業界で規格化されていることを前提として、そのような制御データの解釈はＣＰ
Ｕ１３０８が行い、ＣＰＵ１３０８が画質制御部１３０５をコントロールするものとする
。
【００７０】
　また、各フレーム毎に付随したデータは、ＣＰＵ１３０８の介在なしに画質制御部１３
０５に入力されることが望ましいため、直接画質制御部１３０５への制御信号も制御デー
タ分離部１３０３が出力するものとする。制御信号の例としては、デコードされた画像が
Ｉピクチャ，Ｐピクチャ，Ｂピクチャのいずれであるかや、各フレーム毎のその素材が、
プログレッシブで撮像されたものかインターレースで撮像されたものかなどの別を表す情
報である。
【００７１】
　受信側をこのような構成とすることにより、輝度やコントラスト，音量など必要最低限
のものをＳＴＢからの制御としてテレビモニタ側を動作させることができ、また、フレー
ム毎に制御信号を伝送し、ＳＴＢはフレーム毎に画質制御を行うことができる。
【００７２】
　図１４は各フレーム毎に送る制御信号の例を示す図であり、ここでは、テレシネの情報
を重畳する例を説明している。テレシネの画像の場合、フィールドリピートして出力した
フィールドが存在し、従来は受信側でフィールドメモリを持ち、それの差分をとることで
フィールドリピートしたものであるかどうかを検出して走査変換を行っていた。
【００７３】
　図１５は従来の２４ｐのテレシネ素材から例えば６０ｐに変換する場合の変換回路を示
すブロック図である。図１５において、１５０１，１５０２，１５０３はそれぞれ１フィ
ールドだけ遅延して出力するフィールドメモリを表す。相関計算手段１５０４はこれらフ
ィールドメモリによって遅延して受信した信号と現在の信号との間の相関を画素ごとにと
り、相関が有る場合には現在のフィールドはフィールドリピートされたものであるという
判断をし、それぞれのフィールドメモリからフィールドメモリのどの出力を出力するかを
選択する選択手段１５０５を制御するように動作する。このような従来のフィールドリピ
ートの検出手段では、相関計算は検出精度を上げようとすると計算量が非常に煩雑になり
、ハードが重くなるという欠点があり、また、非常によく似た図柄の場合、誤検出を避け
られないという問題点があった。
【００７４】
　そこで、上記問題点を解決するために、本実施の形態では、図１６に示すように、フィ
ールドリピートの信号の伝送の方式を用いるようにした。
【００７５】
　図１６において、１６０１は放送波をデコードしベースバンドのビデオ信号の出力する
ＭＰＥＧデコーダであり、同時に放送波のストリーム中に含まれているそのフレームがト
ップフィールドかボトムフィールドかの情報、及びフィールドリピートされたものである
かどうかの情報を出力する。１６０２は伝送路符号化回路であり、走査期間にはＭＰＥＧ
デコーダ１６０１から出力されるＲＧＢ信号を伝送路符号化し出力するが、帰線期間には
先に述べた制御データの形によってトップ，ボトム情報及びフィールドリピート情報を重
畳する。１６０３は伝送路復号化回路であり、伝送路を介して受信した信号を元のＲＧＢ
に復号化して、そのＲＧＢ信号をＹ色差信号にマトリクス変換し出力する。１６０４，１
６０５，１６０６は、それぞれ１フィールドだけ映像信号を遅延させるフィールドメモリ
である。１６０７は伝送路復号化回路１６０３の出力のうち、制御データに重畳されてい



(13) JP 2012-142977 A 2012.7.26

10

20

30

40

50

る情報を抜き出す帰線期間コード解析手段である。１６０８は制御期間コード解析手段１
６０７の出力を受けて、どのフィールドメモリからの出力を出力するかを選択する選択手
段である。
【００７６】
　このように構成することによって、帰線期間コード解析手段１６０８は、送信側で重畳
されたトップボトム情報及びフィールドリピート情報を誤りなく再生することができるの
で、正しいフィールドリピート情報及びトップ，ボトム情報を用いてＹ出力信号を得るこ
とができる。
【００７７】
　次に、このような手段を用いてテレビモニタ側で２４ｐから６０ｐ変換し、出力する場
合の出力画像について図１４を用いて説明する。図１４において、Ａ１はフレームＡの第
１フィールドを表し、Ａ２は同じフレームＡの第２フィールドを表すものとする。テレビ
モニタ入力信号は、例えば時間的にＡ１，Ａ２でもう一度フィールドリピートされたＡ１
が来るような場合を想定する。その場合、テレビモニタの出力信号は、まず、Ａ１とＡ２
から構成される１つのフレームが出力され、次の時間には同じくＡ１とＡ２から作られた
フレームが出力される。ここで、モニタへの入力信号の第３フィールド目が第１フィール
ドと同じＡ１であるというように、正しく検出された場合にはテレビモニタの出力信号の
第３フレーム目もＡ１とＡ２から作られる正しい絵が合成されるが、この時誤検出がある
と、正しく再現されないという問題があった。今回の図１６に示すような構成においては
、放送局側で重畳されたＭＰＥＧストリーム情報のトップ，ボトム情報及びフィールドリ
ピート情報によって、リピートフィールドであるかどうかの判断をしているので、テレビ
モニタへの出力信号が正しく再生されることになる。
【００７８】
　なお、本実施の形態４において、テレシネの情報であるフィールドリピート及びトップ
，ボトム情報を重畳した場合の説明を行ったが、例えば、そのフレームがＩピクチャであ
ったかＰピクチャであったかＢピクチャであったか、という情報も同様にして重畳するこ
とができる。但し、Ｉピクチャというのはフレーム内コーディングされた画像であり、Ｐ
ピクチャはフレーム間の差分を用いたもの、Ｂピクチャは双方向の差分を用いて符号化さ
れた画像である。これによって、ノイズ除去のパラメータ設定をフレーム毎に行うことが
できる。従来はベースバンドの映像信号は、それぞれのフレームがＩピクチャ，Ｂピクチ
ャ，Ｐピクチャのいずれであるかわからないので、ノイズ除去を適応的に行うことができ
なかった。
【００７９】
　また、別の例として、ＭＰＥＧの圧縮率の情報を重畳することもできる。この場合、Ｍ
ＰＥＧの圧縮率は、ＭＰＥＧのエレメンタリーストリームのヘッダより何メガビット／セ
カンドのビデオストリームかを得ることができる。さらに、水平，垂直サイズ及びフレー
ムレートも得ることができるので、それとビットレートの関係をテレビ側に通知すること
によって、ノイズ除去のパラメータの設定をすることができる。このようにすれば、従来
のように、送信側でＭＰＥＧの圧縮率に関する情報が分からないため、適切な処理ができ
ないといった問題を回避できる。
【００８０】
　さらに、別の例として、素材の撮像がプログレッシブなカメラによるものか、インター
レースのカメラによるものかという情報もＭＰＥＧストリームのヘッダより知ることがで
きるので、この情報を同様の制御データとして送信することができる。そして、このデー
タによって、テレビモニタ側ではＩＰ変換の、つまり、インターレースからプログレッシ
ブへの変換の方法の選択に生かすことができる。従って、従来は、正確なＩＰ変換を行う
ために動き検出回路が必要であり、その動き検出回路を用いて静止領域はプログレッシブ
な内挿を行い、動画領域はインターレースとして内挿していたが、ここではそれが不要に
なる。また、素材がインターレースであっても、画面の大部分にＯＳＤなどのグラフィッ
クス層をのせている場合も、プログレッシブで内挿することが適当であるが、ＯＳＤなど



(14) JP 2012-142977 A 2012.7.26

10

20

30

40

50

がのっているかどうかはＳＴＢ内部でわかっているので、その時にはプログレッシブとし
て制御信号を送信することによって、正しい内挿を行うことが可能となる。
【００８１】
　また、実施の形態４による信号伝達システムのデータ送信において、転送レートが遅い
ものは、図４に示すＩ２Ｃバスを利用してデータを送付するようにしてもよい。
【００８２】
　なお、上記実施の形態２において、色差信号を１本に多重したことによって、実施の形
態１では３本の信号線が必要であったのが、２本の伝送路で映像信号全てを送信すること
が可能となったので、残りの１本の信号線を用いてＭＰＥＧデコーダから出力される自然
画とＯＳＤの領域を区別する信号を伝送することができる。この信号を伝送することによ
って、４８０ｐを放送時のＩＰ変換のエラーが発生しても、４８０ｐのデータ放送に影響
を及ぼさず、高画質に表示することができる。また、文字と自然画の処理の切りわけを画
素ごとに行うことができるという特徴を有する。
【００８３】
　また、上記実施の形態２においては伝送路が２本ですむため、残りの１本をユーザ定義
の信号線として定義することができる。
【００８４】
　なお、図４では映像信号を出力する装置がＳＴＢの場合について述べたが、省電力が要
求されるようなデジタルカメラやノートＰＣの場合にも全く同様の構成が適用できる。デ
ジタルカメラやノートＰＣ等の携帯端末等の場合には、静止画を伝送するのでテレビモニ
タ側の映像入力インターフェース４０８もしくは、例えば、テレビモニタ本体の画質制御
部１３０５に持っているメモリを持っている場合には、最初に１１Ｃバスコントロールも
しくはＣＴＬ０もしくはＣＴＬ１を用いた制御でメモリの有無や容量を確認し、次に上記
メモリに記憶することをテレビモニタ側にコントロール側（携帯端末側）が指示し、次に
コントロール側（携帯端末側）は１枚もしくはテレビモニタ側のメモリ容量内の枚数をユ
ーザの指示で映像出力インターフェース４０３を通じてテレビモニタ側に送る。テレビモ
ニタ側は映像入力インターフェース４０８、もしくは例えばテレビモニタ本体の画質制御
部１３０５にユーザの設定した映像を貯える。最初のメモリ有無の確認でテレビモニタ側
がメモリを有さない場合は、動画と同様に常に映像信号を出力する。また、ＰＣ等の場合
は内部の映像が変わる度に同様の制御を行うためにＰＣの映像に変化が生じると上記シー
ケンスで静止データを送信するものを含む。こうする事によりデジタルカメラやノートＰ
Ｃ等の携帯端末から連続的に同じ静止画を再送することなくテレビモニタ側に保持された
静止画をテレビモニタ側に表示し続ける事ができる。これにより、映像信号の発生側のデ
ジタルカメラなどの映像出力インターフェースは１枚の静止画を伝送する場合にのみ動作
すればよく、省電力化につながるという効果を有する。なお、この静止画伝送を時間的に
繰り返すことによって、例えば１秒おきに静止画を送ったり、休んだりすることを繰り返
すことによって、モーションＪＰＥＧのような画像を高効率に省電力で伝送することも可
能になる。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　本発明にかかる信号伝達システムは、ベースバンドの映像信号を復号する前の画像新信
号に関する情報に基づき、当該ベースバンドの映像信号に対し適切な処理を施すことがで
き、また、映像信号の送信側、及び受信側のハードウエアの構成を簡単なものとすること
ができ、高画質化、消費電力の低減が要求されるようなデジタルカメラやノートＰＣ等に
有用である。
【符号の説明】
【００８６】
　１０１，２０１　映像信号出力装置
　１０２，２０２　ＭＰＥＧデコーダ
　１０３，２０４　伝送路符号化回路
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　１０４，２０５　表示装置
　１０５，２０６　伝送路復号化回路
　１０６，２０８　Ｙ処理回路
　１０７，２０９　色処理回路
　１０８，２１０　信号変換回路
　１０９，２１１　表示デバイス
　２０３　時分割多重回路
　２０７　分離回路
　３０１　ＳＴＢ
　３０２，１３０１　テレビモニタ
　４０２　ＭＰＥＧデコーダ
　４０３　映像出力インターフェース
　４０４　ＣＰＵ
　４０５　プログラムＲＯＭ
　４０６　Ｉ２Ｃコントローラ
　４０８，１３０２　映像入力インターフェース
　４０９，１３０６　デバイスインターフェース
　４１０，１３０７　ディスプレイデバイス
　４１１，１３０９　Ｉ２Ｃコントローラ
　４１２，１３０９　ＲＯＭテーブル
　１２０１，１２０２，１２０３　セレクタ
　１３０３　制御データ分離部
　１３０４　一時記憶部
　１３０５　画質制御部
　１３０８　ＣＰＵ
【図１】 【図２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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